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概要 

Abstract 

 

One specimen of Thysanozoon sp. (Platyhelminthes, Turbellaria, Polycladida, 
Pseudocerotidae) was collected from a seacoast of Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan in 
August 2016. This specimen represents the first record from Wakayama, and also the 
northernmost record in Japan for this species． 

 

 

はじめに 

Introduction 

 

 扁形動物門渦虫綱多岐腸目ニセツノヒラムシ科に属するヨイミヤミノヒラムシ

Thysanozoon sp.は、インド－西太平洋の熱帯・亜熱帯海域に産する（奥野 2015; 小野 

2015）。2016 年 8 月に和歌山県で初記録となる個体を西牟婁郡白浜町の海岸で採集し

たので今回報告する。 

 

結果と考察 

Results and discussion 

 

ヨイミヤミノヒラムシ Thysanozoon sp.の 1 個体を 2016 年 8 月に和歌山県西牟婁郡白

浜町に所在する鴨居漁区海岸の磯でシュノーケリングにより水深 2ｍ地点から新稲が
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採集した。本個体の体長は約 35 ㎜で、光の良く当たる転石の表面を匍匐していた（図

１）。奥野（2015）や小野（2015）が記載しているように、本個体は本種に特徴的な色

彩を有し、黒色を呈した背面のほぼ全面に、先端部が黄色の小突起が多数存在し、体の

周縁部は白色であった。また、前端には耳状の触葉があった。採集後、本個体を 1000 cc

の容器内で止水飼育したが、一日で死亡した。 

本種は主に奄美大島以南の琉球列島で報告されており（例えば益田ら 1986）、本州

や四国、九州沿岸からの記録はない。ただし、日本の北限記録として、伊豆諸島八丈島

からの報告がある（奥野 2015）。今回の本個体の発見場所である白浜町は八丈島より

わずかに北に位置するので、日本最北限記録となる。 

小野（2015）は遊泳可能な慶良間諸島産の本種を Thysanozoon cf. nigropapillosum 

(Hyman, 1959)として取り扱っている。Gosliner et al. (1996)も同様にインド－太平洋産の

標本を T. nigropapillosum (Hyman, 1959)とみなしている。しかし、Chou & Alino (1992)

や Matchacheep (2004)は南シナ海産およびタイ産の標本をT. flavomaculatumとしている。

なお、本種に和名を与えた奥野（2015）は T. auropunctatum Kelaart in Collingwood, 1876

である可能性も挙げている。本報告では本個体を Thysanozoon sp.として扱い、種小名の

決定は将来にゆずることとする。また、小野（2015）は本種と大変類似したアカントゾ

ーン属の複数種 Acanthozoon spp.を記載しているが、背面の小突起や体の色彩により区

別できる。さらに、小野篤司氏によると「本種に一番酷似している種が Pseudoceros sp.

（小野 2015）であるが背面に突起はない。しかし、肉眼での観察ではいずれも同じ様

に見える。かえって同属他種よりも似ているので、報告が無いものと考えられる」との

ご教示を頂いたので記しておく。 
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図１. 和歌山県白浜町産のヨイミヤミノヒラムシ 
Figure 1. Thysanozoon sp. collected from Shirahama, Wakayama Prefecture, Japan. 


